
　 導入背景と狙い

 商品仕様書を電子化し、サプライヤの負担を減らす試み

「コープ」ブランドで知られる生協グループは、日本生活協同組合連合会（以下、日本生協

連）の傘下に、全国各地にある事業連合や会員生協が連なる組織形態をとって、日本全国に根

を張り安全な商品を生活者に届けています。いわゆる小売業の“ビジネス”とは一線を画し、

生活者の立場から商品を提供するというしくみを長年にわたって作り上げてきました。

この生協グループにおいて、何より優先されるのが「安全」であること。中でも食品の安全性

には相当な神経を使っています。食品には合成着色料や保存料などが複数使われており、生協

は一般的な小売店よりも厳しくそれらを審査し、安全であると判断したものだけを消費者に提

供しています。また、大豆やそばなどのアレルギー物質はもちろんのこと、商品に遺伝子組み

換え食品が使われているかどうかなど、消費者が気にかけている項目を案内チラシに表示した

り、店頭表示で注意を促したりすることにも積極的です。

取り扱う商品は、自社とパートナー企業で開発するプライベート ブランドと、一般小売店でも

扱われているナショナル ブランドです。プライベート ブランドの商品は、生協の「連合会」と

いう立場でもある日本生協連が商品開発しています。その商品情報を管理するためのデータベ

ース システムも自社開発しています。また、ナショナル ブランドは、各事業連合や会員生協が

独自にサプライヤから商品を仕入れ、組合員に供給しています。その商品情報管理は、各事業

連合や会員生協が独自に進めています。ナショナル ブランドのサプライヤは、法律や自主基準

などに沿った細かな仕様書を作って納入基準に達していることを証明する必要があります。

一般に、商品はマイナー チェンジを繰り返します。メーカーでは、その商品の変更履歴情報を

きちんと把握できていますが、生協へのサプライヤである卸業者が、そのたびに仕様書を書き

直して再提出しなければ、生協に伝わりません。ほんの少しの修正でも、仕様書提出から審査

を経て納品となると、それだけのリード タイムが必要となります。これでは、欲しい商品をす

ぐに手に入れたい消費者に対し、お客様の希望するタイミングで商品を届けられない生協、そ

して販売機会を逃すサプライヤという構造を生んでしまいます。

日本生協連は、こうした状況を改善するために、プライベート ブランドを管理するために使っ

ているシステムをナショナル ブランド商品にも適用し、そのシステムを事業連合と共同利用す

ることを検討しました。しかし、追加開発に数億円という見積りが上がってきており、負担費

用が折り合いませんでした。

仕様書を電子化すると、サプライヤの負担を減らし、紙ベースでのやり取りと比べると大幅に

効率をアップさせることが期待できます。日本生協連のシステムを使えないとなると、他のや

り方を考えなければなりません。そんなタイミングで生協グループが出会ったのがマイクロソ

ソリューション概要

eBASE を利用し、より安全な商品を提供するための情
報基盤を整備。

生協グループ

生協グループは、日本生活協同組合連合会の傘下に事業連合や会員生協が連なる

生活者のための組織です。2004 年から、商品仕様書のフォーマットを決めるプロ

ジェクトを実施し、仕様書の一元管理のためにマイクロソフトのプラットフォー

ム製品を活用した商品情報管理データベース「eBASE」の利用を積極的に展開し

ています。

○プロファイル
「コープ」ブランドで知られる生協グループ
は、日本生活協同組合連合会の傘下に、全国各
地にある事業連合や会員生協が連なる組織形態
をとって日本全国に根を張り、安全な商品を生
活者に届けている組織です。

○ソフトウェアとサービス
Microsoft SQL Server™
eBASE

○メリット
・情報の一元管理
・サプライチェーンの自動化
・サプライヤの負荷削減

○ユーザー コメント
「eBASE の裏側で、SQL Server が私たちの業務
を支えてくれていると認識しています。
データを統合したいときなどに、その価値を理
解して、私たちの思いどおりに進めてくれるパ
ートナーがいることはありがたいですね」

日本生活協同組合連合会
事業企画室  IT 推進部 白井 正明氏 談



コープネット 商品業務管理部 次長 鈴木 隆夫氏は、次のように話してい

ます。

「仕様を決める議論が最も大変できつい作業でした。添加物の取り扱い

基準や、産直商品の管理基準などのルールが、それぞれ微妙に違ってい

たのです。ただ、目的は同じですから互いに、削るところは削り、譲る

ところは譲るなどして共通化できるようにしていきました。こうして

『生協のテンプレート』を作り上げた段階で、プロジェクトの目的はほ

ぼ達成できたと言えます」。

生協グループの eBASE は、先行したコープきんきとコープネットで

2005  年から、サンネットで 2006 年 1 月から稼動しています。扱っている

商品が多岐にわたるため、まずは万全の仕様管理が求められる食品分野

の業務に適用し、卸業者との情報のやりとりを eBASE 上で行う新しい

業務プロセスに移行させました。

　 システム導入効果

通販中心のきんきと店舗用のサンネット

生協グループでは、運営形態の特色が地域や事業連合ごとに異なりま

す。コープきんきでは共同購入（通信販売）が売上の約 8 割を占めてい

るのに対し、サンネットはまったく逆で、店舗販売が約 8 割です。その

ため、eBASE の使い方も各組織で違ってきます。

全国に先駆けて導入したコープきんきでは、共同購入のためのチラシ作

成システムと連携することがシステム開発において最も重視されたポイ

ントです。

コープきんきの佐藤氏は、「組合員である消費者との約束が守られてい

ないと、事業が成立しない。それが生協です。店舗なら、商品に仕様が

表示されているため手に取って見てもらえるのですが、共同購入となる

とチラシがすべて。情報の間違いや、誤解を与える表現は絶対に許され

ません」と語ります。

生協グループとしてのシステム導入プロジェクトにおいて、商品の管理

基準やルールについては共通化することができました。コープきんきが

独自に行ったのは、この共同購入におけるこだわりの部分である、

eBASE のデータをチラシ作成システムにスムーズに受け渡すしくみを

作ることだったのです。

従来、こうした仕様データは、サプライヤと紙でやりとりされており、

それをチラシ作成システムに打ち込む作業が発生していました。今回の

システム導入で、チラシ作成システムとの連動が実現。仕様にかかわる

情報をすべて持っている eBASE から直接データを取り込めるため、ミ

スが起こりにくい体制が整ったと言えます。

こうして先行したコープきんきのしくみの中で、仕様管理に重点を置い

て eBASE の活用を図っているのがコープネットです。コープネットの

鈴木氏は、「われわれの場合、業務に使おうという意識より、紙で管理

していた商品情報をデータベース化して、原材料管理までをきちんとや

りたいというニーズが強かったのです」と話します。

稼動後は、新しく取り扱う商品から eBASE で仕様管理を行うことに

し、現在では、生鮮食品を含む食品は、完全に eBASE で管理できるよ

フトのプラットフォーム製品を活用した商品情報管理データベース

「eBASE」だったのです。

　 導入の経緯とシステム概要

テンプレート開発で協力し、短期導入を実現

 eBASE は、eBASE 株式会社が開発、販売する Microsoft SQL Server ベ

ースの商品情報管理システムで、小売業者、サプライヤ、卸業者に多く

のユーザーを抱えています。ビジュアルな写真データを見ながら詳細な

仕様情報を入力することができるなど、業務の視点から使いやすさに重

点を置いて開発されていることが特長です。

eBASE 株式会社取締役 岩田 貴夫氏 は、「卸や小売りの業務をよく知る

人間が開発にかかわっているので、現場の使いやすさを第一としていま

す。画面ももちろんのこと、データ構造も柔軟です」と話します。この 

eBASE を、生協グループの 2 つの事業連合が、異なるアプローチ視点

から評価し、採用することになります。

先行したのは関西でした。コープきんき（生活協同組合連合会コープき

んき事業連合）事業企画室 専務補佐 佐藤 敏雄氏は、「2003 年に 

eBASE の採用を大筋で決め、事前準備に入っていました。仕様書の要

件などを先行して詰めていました」と当時を振り返ります。

他方、関東の日本生協連は、2004 年初めに eBASE の検討を開始しま

した。事業企画室 IT推進部 白井 正明氏は、次のように話します。

「eBASE が飛び込み営業に来まして、ソフトウェアの説明を聞きまし

た。細かに詰めていくと、機能は要件を満たしており、価格的にも十分

に折り合えそうなので、コープネット（生活協同組合連合会コープネット

事業連合）と共同で検討することにしたのです」。

この 2 つの流れが１つになり、日本生協連とコープネット、コープきん

きは eBASE を交えて最初のミーティングを行いました。このプロセス

で採用が正式に決まり、早くも 2004 年春に開発作業がスタートしま

す。共通部分の仕様を固め、独自に必要な部分は別画面で入力するな

ど、事業連合としての主張ポイントを盛り込みながらも、できるだけ仕

様を共通化する作業がスタートしたのです。

2004 年夏、ここに東北のサンネット（生活協同組合連合会コープ東北

サンネット事業連合）が加わります。

業務システム室長 佐藤 清彦氏は、「eBASE の製品案内書が共同購入事

業部に送られ、こうしたしくみを探していた私のところに回ってきたの

です。『よさそうだ！』とピンと来て、東京に出張したときに eBASE 

の東京事務所にアポも入れずに飛び込んだのです」と話します。

サンネットにおけるプ

ロジェクトの立ち上げ

は、生協グループが検

討を始めたちょうど 1 

年後の 2005 年春から

ですが、それ以前に 3 

組織で進めていた仕様

書作成の協議会に参加

し、主要な役割を担い

ました。

生活協同組合連合会
コープネット事業連合
商品業務管理部　次長
鈴木 隆夫氏

生協グループ

日本生活協同組合連合会
事業企画室　IT 推進部
白井 正明氏



します。

日本生協連が eBASE を利用し、全国の生協に対して統合商品情報デー

タベースを提供する役割を担うというものです。これが実現すると、サ

プライヤは全国の生協に個別に提出していた仕様書を 1 か所に提出する

だけでよくなり、仕様書作成にかける時間を大幅に圧縮することが期待

できます。

消費者への説明責任を果たし、サプライヤも手間をかけなくてもよくな

るしくみ。生協の新しい試みによって、サプライチェーン上にあるすべ

てのプレイヤーが Win-Win の関係を構築することが期待されます。

うになりました。農

薬散布の履歴を含む

栽培管理や、養殖魚

に与えたエサの履歴

管理なども可能にな

りました。

稼動が約 1 年後とな

ったサンネットは、

店舗を中心とした使

い方をしています。

中でも総菜 には多様な食材を使うため、紙の仕様書を確認しながら商品

に貼るシールを個別に作っていくと、法律で定められているアレルゲン

の表示漏れなどが起きるリスクが高くなります。サンネットでは、

eBASE が稼動したことで、こうしたリスクを大幅に低減することに成

功しました。

それに加えて、サンネットの佐藤氏は、「私の仕事は、上流の卸業者や

メーカーに協力いただきながら、安全で安価な商品を早く消費者に届け

るための一連のしくみを作っていくことです。商品情報をデータで受け

渡しできるようになったことで、サプライ チェーンで情報をよどみなく

流せるようになったことが最大の効果でしょう」と話しています。

これで、サプライ チェーンが一貫性を持ち、サプライ チェーン上のあらゆ

るプレイヤーが eBASE によって電子的に情報を共有するための基礎が

でき上がりました。生協内の審査プロセスの合理化だけでなく、卸業者

の手間を削減することもできます。サプライヤによる商品情報が卸を通

してスムーズに流れてくると、消費者の手に渡るまでの期間を大幅に短

縮することが期待できます。

　 今後の展望

全生協の共通システムとして、eBASE を展開したい

生協グループでは、eBASE を導入した 3 つの事業連合のノウハウを全

国の生協へ提供しています。その結果、既に四国と九州の事業連合が

eBASE の導入作業を始めるなど、生協グループ内で eBASE を使う事業

連合は増えています。そこで日本生協連では、「生協版商品情報インタ

ーフェイス仕様」を定義したいと考えています。これは、サプライヤと

生協が協力し、情報をサプライ チェーンの中できれいに流せるようにし

ようという取り組みです。

また、非食品分野のデータベース化への展開も

予定しています。食品分野と仕様管理のやり方

が大きく異なるため、この部分はこれから 

eBASE を導入する生協グループと協議しなが

ら進めていく予定です。

さらなる計画もあります。日本生協連の白井氏

は、「壮大な構想なのですが、商品情報を日本

生協連として一元管理して eBASE を利用する

生協に提供したいという考えがあります」と話
eBASE 株式会社
取締役
岩田 貴夫氏

生活協同組合連合会
コープ東北サンネット事業連合
業務システム室長
佐藤 清彦氏

生活協同組合連合会
コープきんき事業連合
事業企画室　専務補佐
佐藤 敏雄氏



生協グループ

〒151-8583  東京都渋谷区代々木2丁目2番1号 小田急サザンタワー

導入についてのお問い合せ

9929-DW1
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